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第６号 

　高梁市社会福祉協議会では、２月９日、『ふれあい福祉講座』を高梁総合福祉セン

ターで開催し、民生委員・児童委員、福祉委員、各種ボランティア団体等210名の方が参

加されました。 
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1 8 . 3 . 1 5 第6号 （2）

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地

域
住
民
が
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
共
に
励
ま
し
合
い
支
え
あ
う
、
市

民
参
加
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
『
ふ
れ
あ
い

福
祉
講
座
』
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
、「
介
護
保
険
法

の
一
部
改
正
」
に
つ
い
て
高
梁

市
健
康
福
祉
部
高
齢
福
祉
課
徳

田
課
長
補
佐
か
ら
の
説
明
と
、

落
語
家
　
露
の
団
六
師
匠
に
よ

る
記
念
講
演
「
ダ
ウ
ン
症
の
ア

ニ
キ
を
も
っ
て
」
と
題
し
て
、

重
度
の
ダ
ウ
ン
症
で
あ
る
師
匠

の
兄
ノ
リ
オ
さ
ん
の
半
生
に
つ

い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ノ
リ
オ
は
病
気
で
は
な
く

ダ
ウ
ン
症
で
あ
る
。
社
会
で
は

役
立
た
ず
と
言
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
見
守
り
、
付
き
合

っ
て
い
く
こ
と
で
、
当
た
り
前

に
で
き
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
凄

い
こ
と
な
の
か
な
ど
、
兄
ノ
リ

オ
か
ら
し
か
得
ら
れ
な
い
素
晴

ら
し
い
も
の
を
貰
え
る
こ
と
に

気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。」
と

一
月
十
六
日
、
中
井
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
で
中
井
地
区
福
祉
委
員
総
会
が
開

催
さ
れ
、
中
井
地
区
福
祉
委
員
連
絡
会

を
設
立
し
ま
し
た
。

★
福
祉
委
員
連
絡
会
は
、
地
域
福
祉
活

動
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
次
の
事
業
を
行
な
い
ま
す
。

▼
市
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
な
う

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
研
修
会
へ
の
参
加

▼
福
祉
活
動
啓
発
の
講
演
会
へ
の
参
加

▼
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加

▼
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
協
力

※
福
祉
委
員
の
交
代
が
あ
っ
た
場
合

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

二
月
二
十
六
日
、
宇
治
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
・
福
祉
委
員
連
絡
会
な
ど
の

主
催
に
よ
り
、
宇
治
町
総
合
会
館
で

『
宇
治
町
健
康
福
祉
の
つ
ど
い
』
が
開

催
さ
れ
、
約
百
三
十
名
の
方
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
テ
レ
ビ
で
も
お
馴
染
み

の
「
ち
く
わ
笛
の
先
生
」
こ
と
住
宅
正

人
先
生
に
よ
る
、「
桜
」「
も
の
の
け
姫
」

な
ど
の
ち
く
わ
笛
の
演
奏
が
あ
り
、
参

加
者
は
、
初
め
て
の
生
演
奏
に
う
っ
と

り
と
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
宇
治
小
学
校

児
童
に
よ
る
、
野
鳥
・
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

（
絶
滅
危
惧
種
）
に
つ
い
て
観
察
発
表

が
あ
り
、「
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
自
然
豊

か
な
場
所
に
し
か
巣
を
作
ら
な
い
」
と

の
話
を
聞
き
、
改
め
て
自
然
環
境
を
守

る
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
落
語
で
は
、
出
囃
子
の
音
が

鳴
り
響
く
中
登
場
さ
れ
、
参
加
者
全
員

を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
み
お
お
い
に
盛

り
上
が
り
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

〜
市
民
参
加
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
〜 
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座 

宇
治
町
健
康
福
祉
の
つ
ど
い
開
催



＜内訳＞ 

戸 別 募 金  

街 頭 募 金  

法 人 募 金  

学 校 募 金  

職 域 募 金  

そ の 他 募 金  

４，９２６，９１０円  

３３，７９６円  

１，０７２，５００円  

２２，３２５円  

５５１，５２１円  

２３，２８１円  

 

目標額 

6，320，000円 

実績額 

6，630，333円 

達成率 

104.9％ 

【歳末たすけあい募金配分明細表】 

身 体・知 的 障 害 者  
 
老 人・長 期 療 養 者  
 
保 護 ・ 援 護 者  
 
 
 
友 愛 活 動 等  
 

福 祉 団 体 等  
活 動 助 成 金  
 

目標額 

3，155，000円 

実績額 

2，913，899円 

達成率 

92.4％ 

配　分　先 備　考 配分金額 

８９人 

２９８人 

３７人 

４４件 

３９９件 

１６９，６００円 

１，２４４，５００円 

５１，３００円 

８６９，２８７円 

５７９，２１２円 

（3） 第6号 1 8 . 3 . 1 5

平
成
十
七
年
度
の
『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
』

の
募
金
額
が
確
定
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
致
し

ま
す
。

こ
の
配
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岡
山
県
共
同

募
金
会
で
新
年
度
当
初
に
決
定
さ
れ
、
配
分
が

受
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

平
成
十
七
年
度
の
『
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
』
の
募
金
額
が
確
定

し
、
募
金
の
同
額
が
、
岡
山
県
共
同
募
金
会
か
ら
配
分
さ
れ
、
配
分

先
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金



1 8 . 3 . 1 5 第6号 （4）

川　上　支　所　紹　介

川
上
支
所
は
、
川

上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
内
に
事
務
所

が
あ
り
、
隣
接
施
設

の
川
上
い
き
い
き
交

流
館
、
川
上
保
健
セ

ン
タ
ー
、
川
上
高
齢

者
統
合
在
宅
支
援
施

設
の
運
営
管
理
を
始

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

配
送
に
よ
る
給
食
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ー
ス
事

業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。介

護
保
険
事
業
で

は
、
通
所
介
護
・
訪

問
介
護
・
居
宅
介
護

支
援
の
三
事
業
所
を

運
営
し
て
お
り
、
行

政
・
医
療
機
関
と
連

携
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
在
宅
福
祉

の
充
実
と
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
で
は
、
百
八
名
が
会
員
に
登
録

し
て
お
り
、
知
識
や
技
術
を
活
か
し

地
域
の
様
々
な
要
望
に
応
え
て
、
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
委
員
活
動
、
会
員
制
度
の
充

実
な
ど
、
地
域
住
民
皆
さ
ま
の
ご
理

解
ご
協
力
に
よ
り
住
民
参
加
に
よ
る

い
き
い
き
交
流
館
で
は
、
在
宅
高

齢
者
の
健
康
保
持
と
介
護
予
防
を
目

的
に
、
生
き
が
い
対
策
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
職
員
に

よ
る
健
康
の
チ
ェ
ッ
ク
や
相
談
な

ど
、
健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く

り
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
月
二
十
一
日
に
は
、
川
上
小
学

校
三
年
生
二
十
九
人
が
、
き
じ
丸
タ

イ
ム
（
総
合
的
な
学
習
時
間
）
の
取

り
組
み
と
し
て
、
い
き
い
き
交
流
館

を
訪
れ
、
一
緒
に
あ
や
と
り
や
ビ
リ

ヤ
ー
ド
を
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

福
祉
活
動
の
取
り
組
み
が
で
き
ま
す

こ
と
に
感
謝
し
、「
支
え
合
う
気
持

ち
忘
れ
ぬ
今
日
あ
し
た
」
の
心
を
大

切
に
し
て
「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
安

心
の
ま
ち
」
の
実
現
の
た
め
職
員
一

丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

住
所

川
上
町
地
頭
二
〇
七
〇
―

一

電
話

四
八
―

九
七
七
〇



昨
年
十
一
月
か
ら
今
年
の
二
月
に
か
け

て
計
六
回
、
備
中
支
会
内
の
西
山
・
富

家
・
湯
野
小
学
校
及
び
備
中
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
活
動

の
一
環
と
し
て
、
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
施
設
利
用
者
と
の
交

流
や
施
設
の
清

掃
を
行
い
ま
し

た
。施

設
利
用
者

は
、
児
童
・
生

徒
の
元
気
な
発

表
や
一
生
懸
命

清
掃
し
て
い
る

姿
に
感
動
し
、

思
わ
ず
目
に
涙

を
う
か
べ
「
あ

り
が
と
う
」

「
ま
た
　
お
い

で
」
と
児
童
生

徒
と
握
手
を
し

て
い
る
利
用
者

の
方
の
姿
も
見

受
け
ら
れ
ま
し

た
。

（5） 第6号 1 8 . 3 . 1 5

支　会　だ　よ　り

有
　
漢
　
支
　
会

高
　
梁
　
支
　
会

二
月
二
十
三
日
、

有
漢
東
小
学
校
児
童

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
事
業
と
し
て
、

介
護
老
人
福
祉
施
設

「
有
漢
荘
」
を
訪
問

し
、
絵
手
紙
や
千
羽

鶴
を
贈
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
児
童
に

よ
る
和
太
鼓
演
奏
や

音
楽
劇
、
ま
た
、
折

り
紙
や
ト
ラ
ン
プ
遊

び
、
手
品
な
ど
、
児

童
が
そ
れ
ぞ
れ
に
考

え
た
遊
び
で
、
お
年

寄
り
た
ち
と
交
流
し

ま
し
た
。

日
頃
、
子
供
た
ち

と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が

な
い
お
年
寄
り
に
と

っ
て
、
何
よ
り
も
楽

し
い
一
日
だ
っ
た
と

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

三
月
三
日
、
高
梁
小
学
校
児
童
会

代
表
六
名
が
、
高
梁
市
社
会
福
祉
協

議
会
を
訪
れ
、
平
成
十
七
年
度
の
空

き
缶
回
収
に
よ
る
収
益
金
で
購
入
し

た
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ラ
ッ
キ
ー
（
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
用
具
）
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

高
梁
小
学
校
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

意
識
の
向
上
と
、
地
域
の
た
め
に
な

る
こ
と
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
毎

年
、
全
児
童
で
、
空
き
缶
の
回
収
に

取
組
ん
で
お
り
、
そ
の
収
益
金
を
も

っ
て
、
福
祉
の
向
上
に
役
立
つ
物
品

を
、
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

児
童
一

人
ひ
と
り

の
取
り
組

み
に
感
謝

し
、
有
意

義
に
活
用

さ
せ
て
い

た
だ
き
ま

す
。

備
　
中
　
支
　
会

西山小学校西山小学校西山小学校西山小学校西山小学校西山小学校西山小学校西山小学校西山小学校西山小学校西山小学校西山小学校西山小学校西山小学校西山小学校西山小学校西山小学校 湯野小学校湯野小学校湯野小学校湯野小学校湯野小学校湯野小学校湯野小学校湯野小学校湯野小学校湯野小学校湯野小学校湯野小学校湯野小学校湯野小学校湯野小学校湯野小学校湯野小学校

富家小学校富家小学校富家小学校富家小学校富家小学校富家小学校富家小学校富家小学校富家小学校富家小学校富家小学校富家小学校富家小学校富家小学校富家小学校富家小学校富家小学校
備中中学校備中中学校備中中学校備中中学校備中中学校備中中学校備中中学校備中中学校備中中学校備中中学校備中中学校備中中学校備中中学校備中中学校備中中学校備中中学校備中中学校

高
梁
小
学
校
児
童
会

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
用
具
贈
呈
式

手品でふれあい “元気で長生きして下さい”



1 8 . 3 . 1 5 第6号 （6）

支　会　だ　よ　り

成
　
羽
　
支
　
会

一
月
二
十
七
日
、
成
羽

町
布
寄
の
農
産
物
販
売
所

「
か
ぐ
ら
街
道
布
寄
直
売

所
」
の
組
合
員
の
方
が
、

組
合
で
作
っ
た
餅
米
を
持

っ
て
、
さ
さ
ゆ
り
苑
へ
餅

つ
き
慰
問
に
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

組
合
員
の
方
が
つ
い
た

お
餅
を
き
れ
い
な
形
に
整

え
、
あ
ん
こ
を
包
ん
で
い
く
過
程
に
、

入
居
者
の
方
は
昔
の
記
憶
が
呼
び
戻

さ
れ
た
様
子
で
、
と
て
も
懐
か
し
そ

う
に
喜
ん
で
お
ら
れ
、
出
来
上
が
っ

た
お
餅
を
美
味
し
く
い
た
だ
い
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

入
居
者
の
方
は
、
餅
つ
き
が
出
来

た
事
や
組
合
員
の
方
々
の
温
か
み
に

感
謝
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

組
合
員
の
方
々
も
入
居
者
の
方
の
楽

し
そ
う
な
顔
を
見
て
、「
来
年
も
訪

れ
た
い
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ささゆり苑 餅つき 

ボランティア活動保険 ボランティア活動保険 ボランティア活動保険 

Ａプラン　　300円 
Ｂプラン　　500円 
Ｃプラン　　700円 
　天災タイプもあります 

掛 

金 

お問合せやご相談は・・・ 
高梁市社会福祉協議会 
（本所・各支所）まで 

福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
、
平

成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
引
続

き
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
会
費

の
納
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

会
費
を
納
入
さ
れ
て
い
な
い
と

四
月
一
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▼
会
費
　
一
、〇
〇
〇
円
／
年

平
成
十
八
年
四
月
一
日
よ

り
、
成
羽
町
・
川
上
町
に
お
い

て
透
析
移
送
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
サ

ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
方
は
社

会
福
祉
協
議
会
各

支
所
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

★
お
知
ら
せ

★
透
析
移
送
拡
大
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高梁市社会福祉協議会へ平成18年1月と2月にいただいたご寄付についてお知らせします。心か
ら感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
落
合
町
　
斎
藤
　
憲
司

（
故
・
時
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
御
前
町
　
磯
村
　
善
雅

（
故
・
昭
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
小
林
　
忠
義

（
故
・
松
江
様
の
ー
）

十
万
円
　
落
合
町
　
徳
森
　
正
憲

（
故
・
真
由
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
黒
瀬
　
省
吾

（
故
・
芳
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
藤
井
千
代
子

（
故
・
正
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
鉄
砲
町
　
片
山
　
邦
彦

（
故
・
市
惠
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
藤
森
　
君
子

（
故
・
儀
雄
様
の
ー
）

十
万
円
　
高
倉
町
　
藤
村
　
　
讓

（
故
・
毅
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
湯
浅
　
真
治

（
故
・
雪
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
原
田
北
町

後
藤
　
繁
昌

（
故
・
久
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
山
川
　
五
郎

（
故
・
鷹
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
東
　
　
純
雄

（
故
・
包
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
福
岡
市
　
安
部
　
千
種

（
故
・
正
司
様
の
ー
）

五
万
円
　
巨
瀬
町
　
大
江
　
保
男

（
故
・
克
太
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
難
波
清
止
郎

（
故
・
芳
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
湯
浅
　
真
治

（
故
・
雪
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
山
川
　
五
郎

（
故
・
鷹
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
久
田
見
道
子

（
故
・
佐
賀
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
藤
村
　
君
子

（
故
・
久
様
の
ー
）

《
巨
瀬
地
区
へ
》

金
一
封
　
巨
瀬
町

子
原
　
弘
次

（
故
・
花
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町

松
森
　
房
子

（
故
・
強
至
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町

太
田
　
春
男

（
故
・
ス
マ
エ
様
の
ー
）

五
万
円
　
巨
瀬
町

大
江
　
保
男

（
故
・
克
太
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町

工
藤
ひ
ろ
子

（
故
・
ハ
ナ
ヨ
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町

子
原
　
　
豊

（
故
・
敏
夫
様
の
ー
）

《
中
井
地
区
へ
》

金
一
封
　
中
井
町
　
鈴
木
　
繁
一

（
故
・
止
女
子
様
の
ー
）

三
万
円
　
中
井
町
　
畑
　
寛
一
郎

（
故
・
幸
吉
様
の
ー
）

五
万
円
　
中
井
町
　
松
森
　
一
男

（
故
・
き
よ
の
様
の
ー
）

《
玉
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
玉
川
町
　
丸
橋
　
郁
男

（
故
・
豊
夫
様
の
ー
）

《
宇
治
地
区
へ
》

（
故
・
節
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
小
高
下
町

加
藤
友
三
郎

（
故
・
清
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
仁
子
　
隆
雄

（
故
・
政
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
工
藤
ひ
ろ
子

（
故
・
ハ
ナ
ヨ
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
佐
藤
　
知
孝

（
故
・
岸
野
様
の
ー
）

十
万
円
　
宇
治
町
　
西
林
　
克
心

（
故
・
三
四
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
平
岩
み
ち
子

（
故
・
ス
エ
ヨ
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
鈴
木
　
繁
一

（
故
・
止
女
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
石
火
矢
町

梶
谷
　
文
江

（
故
・
弘
正
様
の
ー
）

金
一
封
　
本
　
町
　
長
井
　
早
苗

（
故
・
文
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
藤
森
　
祐
仁

（
故
・
芳
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
吉
備
中
央
町

難
波
　
純
夫

（
故
・
す
ま
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
川
建
柳
太
郎

（
故
・
延
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
水
内
　
清
二

（
故
・
節
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
横
　
町
　
川
上
　
敏
昭

（
故
・
操
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
川
上
　
　
覺

（
故
・
壽
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
久
田
見
道
子

（
故
・
佐
賀
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
日
名
　
安
男

（
故
・
ス
ミ
エ
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
長
谷
川
博
之

（
故
・
ア
イ
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
源
内
　
康

（
故
・
芳
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
藤
井
　
愼
介

（
故
・
艶
子
様
の
ー
）

三
万
円
　
中
井
町
　
畑
　
寛
一
郎

（
故
・
幸
吉
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
矢
吹
　
謙
一

（
故
・
花
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
前
田
　
茂
樹

（
故
・
文
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
藤
村
　
君
子

（
故
・
久
様
の
ー
）

五
万
円
　
中
井
町
　
松
森
　
一
男

（
故
・
き
よ
の
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
子
原
　
　
豊

（
故
・
敏
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
小
野
　
彰
宏

（
故
・
益
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
笹
田
　
定
男

（
故
・
勉
様
の
ー
）

《
津
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
津
川
町
　
小
林
　
忠
義

（
故
・
松
江
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
藤
森
　
君
子

（
故
・
儀
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
川
建
柳
太
郎

（
故
・
延
恵
様
の
ー
）

《
川
面
地
区
へ
》

金
一
封
　
川
面
町
　
黒
瀬
　
省
吾
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金
一
封
　
姫
路
市
　
堀
田
　
幸
子

（
故
・
ナ
カ
コ
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
太
田
　
好
実

（
故
・
カ
オ
ル
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
長
谷
川
博
之

（
故
・
ア
イ
子
様
の
ー
）

《
松
原
地
区
へ
》

金
一
封
　
松
原
町
　
東
　
　
純
雄

（
故
・
包
子
様
の
ー
）

《
落
合
地
区
へ
》

金
一
封
　
落
合
町
　
斎
藤
　
憲
司

（
故
・
時
子
様
の
ー
）

十
万
円
　
落
合
町
　
徳
森
　
隆
司

（
故
・
真
由
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
笹
田
　
定
男

（
故
・
勉
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
佐
藤
　
知
孝

（
故
・
岸
野
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
東
平
　
敏
男

（
故
・
喜
久
乃
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
川
上
　
　
覺

（
故
・
壽
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
前
田
　
茂
樹

（
故
・
文
子
様
の
ー
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
上
有
漢
　
源
田
　
温
子

（
故
・
學
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

野
田
　
宣
夫

（
故
・
静
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

守
安
　
一
晃

（
故
・
寛
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

戸
田
　
政
男

（
故
・
邦
二
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
赤
木
　
国
生

（
故
・
清
治
様
の
ー
）

十
万
円
　
中
　
野
　
丹
下
　
　
堅

（
故
・
誠
恵
様
の
ー
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
備
中
町
　
光
　
傳
　
寺

（
故
・
大
塚
幽
玄
様
の
ー
）

金
一
封
　
三
　
沢
　
鈴
村
　
真
人

（
故
・
於
逸
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
山
室
　
　
安

（
故
・
君
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
七
　
地
　
谷
口
　
亮
一

（
故
・
和
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
大
塚
　
保
志

（
故
・
寿
様
の
ー
）

金
一
封
　
領
　
家
　
金
w

松
郎

（
故
・
ト
モ
エ
様
の
ー
）

金
一
封
　
臘
　
数
　
鷲
尾
　
浩
司

（
故
・
親
司
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
羽
町
　
國
末
　
敬
治

（
故
・
ハ
ツ
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
吉
　
木
　
林
　
　
昭
憲

（
故
・
信
敬
様
の
ー
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
平
　
川
　
前
原
　
栄
一

（
故
・
正
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
油
野
　
笹
川
　
洋
祐

（
故
・
ヒ
デ
ヨ
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
光
傳
寺
　
大
塚
泰
玄

（
故
・
幽
玄
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
谷
本
　
昭
雄

（
故
・
レ
ン
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
前
原
　
和
壽

（
故
・
賢
市
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
瀬
　
w
見
　
俊
彦

（
故
・
か
め
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
西
油
野
　
丹
下
　
豊
彦

（
故
・
雪
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
宮
岡
　
富
一

（
故
・
一
夫
様
の
ー
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
へ
》

五
万
円
　
和
田
町
　
立
木
　
大
夫

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
原
田
南
町

大
枝
　
信
義

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
　
　
　

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
第
260
・
261
回
目
）

金
一
封
　
落
合
町
　
久
保
　
　
博

（
退
院
内
祝
い
）

《
川
面
地
区
へ
》

金
一
封
　
川
面
町
　
鳴
川
　
哲
也

（
忠
男
様
の
退
院
内
祝
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
上
有
漢

石
森
　
寛
一

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

上
森
　
和
昭

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

金
井
　
幸
枝

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
真
庭
市

@
北
房
ラ
ン
ド
リ
ー

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

小
室
　
貞
子

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

畠
木
　
勝
己

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

野
田
　
冨
江

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

藤
田
　
幸
男

（
忌
明
け
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

近
藤
　
　
彰

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

米
山
　
留
男

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

田
中
　
　
進

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
七
　
地
　
那
須
　
和
子

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
領
　
家
　
西
井
　
絹
恵

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
前
x

淑
浩

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
三
宅
ミ
ヨ
コ

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
内
田
　
芳
男

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
西
油
野
　
田
邉
　
友
一

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
前
原
　
禎
江

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
大
塚
　
泰
玄

（
見
舞
返
し
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

藤
田
　
幸
男

（
故
・
民
江
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

渡
辺
　
益
美

（
故
・
久
代
様
の
ー
）

《
成
羽
支
会
へ
》

金
一
封
　
下
　
原
　
風
早
　
直
行

（
故
・
西
平
良
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
備
中
町
　
光
　
傳
　
寺

（
故
・
大
塚
幽
玄
様
の
ー
）

三
万
円
　
坂
　
本
　
加
藤
　
　
誠

（
故
・
恭
正
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
藤
井
　
春
二

（
故
・
義
久
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
寄
　
川
上
　
雅
裕

（
故
・
ト
シ
ヨ
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
岩
田
　
茂
行

（
故
・
清
茂
様
の
ー
）

五
万
円
　
下
　
原
　
三
村
　
久
子

（
故
・
昌
輔
様
の
ー
）

五
万
円
　
下
日
名
　
藤
井
　

（
故
・
林
二
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
寄
　
宮
本
　
敬
司

（
故
・
宗
三
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
日
名
　
平
松
　
正
之

（
故
・
石
井
洋
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
黒
川
　
元
治

（
故
・
コ
チ
ヨ
様
の
ー
）

三
万
円
　
小
　
泉
　
土
谷
　
忠
正

（
故
・
深
雪
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
石
原
喜
一
郎

（
故
・
三
郎
次
様
の
ー
）

金
一
封
　
小
　
泉
　
川
上
　
源
二

（
故
・
キ
ヌ
ヨ
様
の
ー
）


